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株式会社中越興業

なぜ個別コンサルティングを受けることになったのか

専任の採用担当社員を設け、学生へのアプローチ方法について模索しながら取組みを

行っております。リクルートサイトの制作、SNS更新や様々な採用サービスの活用など行ってきましたが、前年より選考者は減

少している状況にあります。

現在行っている採用活動をより効果的に実施し、自社を志望してくれる学生との出会いを増やしたいと考え、今回の個別コンサ

ルティングに申し込みました。

現状の採用活動についてヒアリング



2022.06.17

自社の採用活動について、現状共有を実施しました

「現在様々な採用活動を行っているが、個々が独立しており採用へ繋がる動線ができていない。必要な取組みを積極的に取り入

れ、新しいプロセスを組み立てていきたい」

常務取締役の細川様、採用担当のK様にご参加いただき、採用活動の状況や課題についてお伺いさせていただきました。

現状の採用活動について、何を重点に置くべきか、活用するにあたっての考え方についてアドバイスを行いました。

課題の洗い出しを行い、現状の見つめ直しを行いました

採用媒体は複数運用することでリソースも分散されてしまいます。現状の媒体の効果について、費用対効果をふまえて見直すポ

イントをお話をさせていただきました。

中越興業様は、オンラインで丁寧に面談を行い学生の意向をくみ取っており、内定後承諾率は高い傾向にあります。選考のプロ

セスにおいてより精度を上げるために、面接に対しての考え方や、見るべき部分においてお話をさせていただきました。

今後、目標となる母集団形成に関して、人物要件や説明会資料などを共有し、課題解決に有効な施策を検討していきます。

母集団形成に向けて

2022.08.03

ダイレクトリクルーティングの活用をスタート

ダイレクトリクルーティングとは、企業が直接学生へアプローチを行いスカウトする「攻め」の採用手法です。企業側からアプ

ローチすることで、自社をまだ知らない学生に知ってもらう機会を設けることができます。

質の高い母集団を形成するためには、やみくもにスカウトを送っても効果は見込めません。採用課題から明確化した要件に合致

する人材に対し、アプローチをしていく必要があります。ただし、その要件が細かすぎると出会える人数が限られてしまうた

め、注意が必要です。譲れない要件を整理し、状況を見ながらノウハウを蓄積していく必要があります。現在の実施状況をお伺

いしながら、どのようにアプローチをかけていくか、いくつかアドバイスをさせていただきました。



学生に訴求するポイントとは

学生にアプローチするにあたり、自社を「学生にどう見られたいか」を整理し、学生に訴求するポイントを明確にする必要があ

ります。学生に訴求するポイントが明確に求職者に伝われば、他社との差別化になり、学生の企業選びの決め手にもなり得ま

す。現状担当者のK様が感じていらっしゃる訴求ポイントをお伺いしながら、具体例を交えてアドバイスをさせていただきまし

た。

今後、8月からインターンシップの実施がスタートします。実施状況を共有しながら、母集団形成に向けたその後のフォロー対

応等について検討を行ってまいります。

自社の魅力の伝え方

2022.09.20

まずは自社の強みを理解する

「自社の魅力を求職者にどう伝えたらいいのか」

インターンシップの状況とダイレクトリクルーティングの進捗についてお伺いし、求める人材へのアプローチ方法についてアド

バイスさせていただきました。

自社の魅力を伝えるためにはまず、何よりも採用担当者自身が自社の強みを理解する必要があります。

一般的にはベテラン社員の方が自社の強みを熟知していると考えられますが、会社のことをよく理解している反面、知りすぎて

いるが故に視野が狭くなっている場合があります。

勤続年数の浅い社員のほうが俯瞰して会社を見ることができるため、より求職者に伝わりやすい自社の強みを判断できることも

あるのです。

魅力を伝えるときのポイント

採用が上手くいっている企業は採用担当者に熱量があります。

採用担当者が自社の魅力を伝えるときは、「会社の現在地」「採用担当者個人として考える会社の魅力」「未来の会社像」の3

点を捉えておくことが重要です。

現在の会社と会社の将来像といった客観的な話の他に、採用担当者自身の考えなどの主観的な話を伝えることで、学生に共感し

てもらいやすくなります。

次回は改めて課題の整理を行い、中長期的なビジョンについて検討を行ってまいります。



早期選考の考え方とインターンシップ後のフォローについて

2022.11.10

早期選考は必要なのか

社会の変化が学生の行動へ影響を与え、学卒の採用活動は早期化・長期化が進んでいます。そのため、夏のインターンシップ実

施から選考開始まで約半年間の間、離脱を防ぐためには学生との接点を持ち続けることが重要です。

但し、早期から動き出す学生層が、自社の求めるターゲット層と必ずしも一致しているとは限りません。自社のターゲット層を

見直したうえで、早期選考について検討する必要があります。

採用活動の早期化に伴う、早期選考の考え方についてお話させていただきました。

学生と繋がりを持ち続けるには

夏のインターンシップから冬のインターンシップ実施時期まで、約5カ月以上の期間があります。その期間、学生の気持ちを繋

ぎ止めるためのフォロー施策が必要です。

例えば、学生に定期的なイベントに参加してもらうことで、企業への興味を持ち続けてもらうことが可能です。また、インター

ンシップ参加者のみが参加できるイベントを開催することで、より学生の関心を高める効果も期待できます。イベントを設定す

る際は、複数日程を設定する、録画配信を行うなど、参加しやすいよう工夫を凝らすとよいでしょう。

今回は、インターンシップ後の具体的な繋ぎ止め施策について、アドバイスさせていただきました。次回は、選考へ誘導するた

めの具体的な施策について、引き続き検討を行ってまいります。

効率的な採用候補者確保のために



2023.01.26

リファラル採用の活用

リファラル採用とは、自社の社員に採用候補者を紹介してもらう採用方法のことを指します。縁故採用よりもライトに行うこと

ができ、 多くの企業で導入が進んでいます 。 しかし、リファラル採用を導入していても、社員がリファラル採用の存在自体を

知らず、 活用 できていない 場合 も多くあります。

リファラル採用を 成功させるには 、その存在や連絡先を社内にしっかりと 周知 をすることが重要です 。 職場見学会や面談会

などを設定し、社員が紹介しやすい環境を作ることから始めてみる と 良い でしょう 。

実施時期に合わせたインターンシップ

インターンシップは主に、夏に開催されるものと冬に開催されるものの 2 つに分けることが できます 。時間の経過とともに学

生の参加目的も変化するため、それぞれの時期に合わせて内容を変更する必要があります。

夏のインターンシップの場合、自己分析や就活準備のサポート など、これから始まる就活のためのコンテンツを充実させ、学生

個人に寄せたインターンシップを計画する と良いでしょう 。冬のイン ターンシップの場合は、会社説明会や会社理解が深まる

内容を盛り込み、会社に寄せた会社によせたインターンシップを計画する必要があります 。

時期に合わせて、 学生が参加したいと思うインターンシップを 計画 する ことが学生集客のカギになります。
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